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「今、私たちにできること。」 

 令和６年がスタートを切りました。元気な姿を各クラスで見ることができて安心しました。十分休養をとり、

新たな気持ちで新年を迎えることができたのではないかと思います。「一年の計は元旦にあり」とも言われます。

今年はどんな自分を目指して成長してくれるのか、とても楽しみにしています。なお、冬休みに大きな事件、事

故に巻き込まれた方、転居や連絡先が変更になった方はお知らせください。 

 ３学期は最も短い学期です。「一月は行く。二月は逃げる。三月は去る。」とよく言われます。これは年の初め

には多くの行事ごとがあるためだそうです。３学期は学校で行事が多くあります。一月は「手話体験講座」が、

二月には日ごろの授業で作成した成果物を見学する「校内展示会」や学習の総復習である「学年末考査」が控え

ています。三月には所沢ミューズという素晴らしいホールで「合唱コンクール」を行い、クラスの絆をさらに深

めます。そして３年生を送り出す「卒業式」があり、最後に自分たちの「修了式」を終えるという流れになりま

す。 

 あっという間に過ぎていく日々の中で、２年生に進級するという心の準備もしなければなりません。１年生の

３学期は「２年生の０学期」ともよく言われます。４月を迎え、ただ学年が上がるのではなく、精神的にもひと

つ成長して、まわりからも上級生としても信頼される人物になってほしいと願っています。そのためにも始業式

の学級委員長の言葉にあった「当たり前のことを当たり前に」ということを具現化していくことが大切です。 

ところで、学校で学ぶという当たり前の日常を、過ごしたくても過ごすことができない同じ世代の中学生がい

るということを考えたことはあるでしょうか。それは、能登半島地震で被災した中学生たちです。彼らの中にも

受験を控えている人や、それぞれの学びたいこと、遊びたいことがある人が多くいるはずです。自身の生活も大

変な中、彼らは自分勝手には過ごさずに、積極的に避難所の炊き出しを手伝ったり、高齢者の運動不足解消のた

めにレクリエーションをしたりなど、「共助」に努めています。言うまでもなく、今、自分には何ができるのかを

考えて実践できているその姿に、多くの人が支えられ、信頼を寄せていることでしょう。 

では、今、私たちにできることは何でしょうか。現地に行って手助けすることはできませんが、できることは

たくさんあります。満足に食べられない人もいるのだから、せめて好き嫌いせずに給食を食べて残菜は少なくし

ようとクラスで取り組む。自分が今いる環境に感謝して、一生懸命授業を受ける。部活に励む。また、この状況

だからこそ、普段は見ないニュース番組に耳を傾け、新聞記事から情報を収集する習慣を身に付けることもでき

ます。さらには、非常時に家族でどう連絡を取り合うかなどを話し合うことも、自分たちにできるアクションの

一つです。この震災を教訓に改めて学んだり、考えたりしなければならないことは数多くあります。私たちにで

きることを少しでも意識し、１年生の残り３か月を充実したものにしていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分たちで整然と並べていました      校歌斉唱に向けた声出しです      学級委員長より 



「書き初め貼り付け作業」 

 １月９日（火）には冬休みの課題で提出してもらった書き初めを教室に掲示する作業を行いました。国語係や

各クラスの背の高い生徒を中心に協力し合って貼り付けている姿は微笑ましく、毎年のことながら新年の訪れを

感じさせるものでした。明日１月１３日の土曜授業のときには、ぜひ教室に入ってご覧いただければ幸いです。 

なお、優秀者の作品は１月２７日（土）～２８（日）に練馬区立美術館で行われる中学校連合書き初め展に出品

されます。こちらも併せてご来場いただけると幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなでクリップをつけています    真っすぐに貼れるかな？       協力して貼っています 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後の微調整          この字上手いな～       貼り付け作業をみんなで応援 

 

「３学期 特別の教科道徳」 

３学期はじめの道徳は「異文化の人々と共に生きる」という教材で勉強しました。 

多様性が求められる時代に、文化の違いや考え方の違いを自分だったらどう受け入れるかについて考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Ｒ６年 1月15日～1月26日までの主な予定） 

15日（月） ①学 ②～⑥各授業 22日（月） ①学 ②～⑥各授業 

16日（火） ①～⑥各授業 23日（火） ①～⑥各授業 

17日（水） ①～④各授業 ⑤道徳 区生徒作品展終 24日（水） ①～④各授業 ⑤道徳 

18日（木） ①～⑥各授業 25日（木） 式服登校 ①～④各授業 ⑤⑥手話講座 

19日（金） ①～⑤各授業 ⑥総合 手話学習② 26日（金） ①～⑤各授業 ⑥総合 


